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目的： 

本研究では、スプレー製剤を含む家庭用製品への妊娠中の母親のばく露が、1 歳までの子どもの泌尿器系異常に及ぼす影響を

明らかにすることを目的としました。 

 

方法： 

本研究では、現在進行中の全国コホート研究であるエコチル調査から 84,237 人の子どものデータを抽出しました。母親への自己

記入式質問票の回答を用いて、着床から妊娠中期または妊娠後期までの有機溶剤、防水スプレー、防虫スプレー、殺虫スプレ

ー、除草剤の使用状況と出産 1 年後の子どもの泌尿器系異常に関するデータを収集しました。 

 

結果： 

799 人（1,000 人あたり 9.5 人）の子どもに泌尿器異常がみられました。母親の妊娠中の防水スプレーの使用と男児の泌尿器異

常との間に有意な関連を認め、妊娠中の殺虫剤スプレーの使用と女児の泌尿器異常との間に有意な関連が観察されました。よ

り詳細な分類を行ったサブ解析では、妊娠中の防水スプレーの使用と男児の膀胱尿管逆流との有意な関連を認め、妊娠中の殺

虫剤スプレーの使用と女児の水腎症との有意な関連がみられました。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

本研究は妊娠中の母親のスプレー製剤へのばく露が生まれた子どもの泌尿器異常に及ぼす影響を性別ごとに判断することを目

的とした、日本で初めての大規模研究です。妊娠中の母親のスプレー製剤のばく露は、泌尿器異常の発生に関連がある可能性

が示唆されました。研究の限界として、母親のスプレー製剤の使用は質問票への回答によって評価したものであり、客観性に乏

しいこと、また、スプレー製剤の使用時期は明らかでないこと、さらに、使用した環境、含まれている成分との関連については明ら

かでないことなどがあげられます。 

 

結論： 

大規模な前向きコホート研究であるエコチル調査では、泌尿器異常の発生率は出生 1,000 人あたり 9.5 人であり妊娠中の母親

の防水スプレーや殺虫剤へのばく露は、泌尿器異常の発生、特に男児では膀胱尿管逆流症、女児では水腎症との関連が示唆さ

れました。 

 


